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県P連 1年間のあゆみ
〜こんな活動をしています〜
紹介

　はじめに、現在、子どもの感染拡大防止重点対策が行わ
れており、学校関係や児童施設等での感染が広がっており大
変な状況にありますが、対応していただいている市町村教育
委員会の皆様、そして校長先生方をはじめ教職員の皆様には
日々生徒・児童のために感染防止対策をしていただき改めて
感謝を申し上げます。
　私たち PTA 役員や保護者の皆様はいつでも学校に協力した
いと考えていると思います。子どもたちの学習等の環境整備
ができるよう一緒に活動を考えていきたいと思いますので、
どうぞよろしくお願いいたします。また、一日も早く保護者
同士のつながりができる環境になることを切に願います。
　さて、昨年の福島県 PTA 研究大会福島大会、及び福島県
PTA 連合会創立 70 周年記念式典はオンラインで開催できま
したことに御礼を申し上げますとともに、南相馬大会、会津
若松大会の思いを受け継いで最大限に努力していただいた福
島大会実行委員会の皆様に感謝を申し上げます。
　また、今年度の福島県 PTA 研究大会白河大会は現段階では
通常の現地での開催を予定しておりますが、状況に合わせて
対応してまいります。
　そして、日本 PTA 全国研究大会山形大会が８月に行われま
す。近隣の開催でありますのでしっかりと応援をしていきた
いと考えており、限られた人数ではありますが奮ってご参加
いただけますようお願いいたします。
　私たちの PTA 活動は社会教育、家庭教育の充実を務めるこ
とが重要であり、家庭・学校・地域の連携を深め、子どもた
ちの健全育成と社会福祉の発展を継続させることが私たちに
望まれていることであります。
　福島県 PTA 研究大会及び、研修会等はそうした学びの場を
提供し情報発信を継続しなければなりません。様々な研修の
場で共に学び共に活動していくことが子どもたちへの健全育
成には重要だと考えます。皆様のご理解とご協力を賜ります
ようお願いいたします。
　未来ある子どもたちのために一緒に頑張りましょう。

福島県ＰＴＡ連合会 会長　平塚　康晴

つながりの大切さ

●県 P 連会長あいさつ

（写真は 2018 年〜 2020 年のものです）

6 月…評議委員会

8 月…全国大会

9 月…家庭教育リーダー研修会

6 月…小中別懇談会

9 月…東北大会、発表

9 月〜 11 月
…要望活動、教育懇談会

日　　時：令和4年10月2日（日）　受付12：30～
　　　　　全体会、記念講演、分科会13：00～16：30
会　　場：白河文化交流館コミネス、白河市立図書館
大会主題：宝・連・創

～地域の宝である子どもたちのために、私たちが連携を図りなが
ら笑顔あふれる未来を共に創りあげていこう～

記念講演：演題「努力と工夫で何度でも立ち上がれ」
　　　　　講師：ダルライザープランニング　ダルライザー　和知健明 氏

第70回福島県ＰＴＡ研究大会白河大会のお知らせ
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月 日 主な行事 ◎＝県 P、◇＝東北、◆＝日 P

5 25（水）◆正・副会長会、役員会

6

3（金）◎評議員会 ( 総会 )

21（火）◆事務局会　　◎研修委員会

28（火）◆役員会

8
26（金）◇日Ｐ全国研究大会山形大会 ～ 8.27（土）

30（火）◎研修委員会

9
6（火）◆役員会

16（金）◎家庭教育リーダー研修会

10
2（日）◎県Ｐ研究大会白河大会

未定 ◎評議員会、理事会

11
上旬 ◎県教育長との教育懇談（要望活動）

18（金）◇日Ｐ年次表彰式

1 24（火）◆正副会長会、役員会②

2 24（金）◎理事会

3 11（土）◆正副会長会

4 26（水）◎監事会

2022 年度　福島県ＰＴＡ連合会行事予定表　
年度当初の計画、6/3 現在の状況

（2）令和 4 年 7 月  1  日発行

安藤 正希
（西根中）

1. 親が輝けば
　子も輝く
2.ドライブ・飲み会
3. 未来へ
　（ナオトインティライミ）
4. PTA 活動は人とのつなが
りの場でもあると思います。コ
ロナ禍の生活の制限や SNS
などつながりの多様化の中、
どのような活動で子どもたち
や保護者同士がつながり成長
していけるか、前を向いて楽
しんで活動して行きたいです。

熊坂 俊之
（月舘学園小・中）

1. 失敗を恐れない
2. 旅行
3. Hero
4.学校教育及び家庭環境の中
で、今こそ協力しあい助け合い
ながら難局を乗り越える力を
養ってあげられるよう努力して
いきたいです。先ずはPTAとして
チャレンジする気持ちを忘れず
に出来ることをしていく。関係各
位と密な連携を構築し１年間
活動していきたと思いますので、
どうぞよろしくお願いします。

橋本 洋介
（郡山一中）

1. 為せば成る
2. 家庭菜園
3. 郡山一中
　合唱部の合唱
4. 子どもの未来のために時代
に合わせた活動を会員同士が
模索し改善し続けることが大
切と思います。PTA組織を活用
し、会員が変化に対応できる
勇気と知恵と絆を醸成する1
年としたい。単P会長さんと共
に、一年間楽しく活動して参り
ます。よろしくお願い致します。

平松 洋昭
（古殿小）

1. 怖かったら
　怖いほど逆
　にそこに飛び
　込むんだ。（岡本太郎）
2. 草刈り
3. 人にやさしく
4. 社会は絶えず変化してい
ます。現状を直視しつつ、
更に明るい未来を目指し
て、１年間 PTA 活動に尽力
してまいります。ご協力よ
ろしくお願いします。

池田 義寛
（川俣小）

1. 切磋琢磨
2. 野球
3. 家族になろうよ
4. 川俣町は、５つの小学校
が再編され新しい川俣小
学校が誕生しました。役員
の数は減少しましたが、強
力な先生方と共にコロナ禍
を突き進み、今できる限り
の行動を起こして盛り上げ
て参ります。

岡　藤浩
（二本松一中）

1. 何事も楽しく
2. 旅行
3. Surges
　（Orangestar）
4. 限られた時間の中、何
をしなければならないの
かを考え、前向きな意識
改革と次年度に繋がる準
備を行って参ります。

橋本 裕史
（須賀川三中）

1. 偉くなくても
　正しく生きる
2. バイク、
　 バスケットボール
3. 人として（海援隊）
4. コロナ禍において様々
な制限がかかる中、伝統
文化の継承や学校行事を
PTA の皆様と連携を図り、
できる限り活動をしたいと
考えております。全ては子
どもたちの笑顔のために。

関根 英也
（船引中）

1. 成功は９９％
　の失敗に支え
　られた１％だ
2. 車（ホンダ）
3. TRUTH（T-SQUARE）
4. 田村地方は夏涼しく、
冬は比較的雪の少ない地
域です。そんなあぶくま
高原でのびのびと学ぶ子
どもたちを、会員、先生
および地域の各 PTA と協
力して支えていきたいと
思います。

福　島

川　俣

伊　達 郡　山 石　川

安　達 岩　瀬 田　村

各郡市
P連から
コロナ禍のこのよう
な時だからこそ、子
どもたちの健やかな
成長のために、でき
ることから一歩ずつ、
みんなで進んでいき
ましょう。

各郡市Ｐ連の紹介
１　好きな言葉
２　好きなこと
３　好きな歌
４　今年の抱負や PR

県P連 1年間のあゆみ
〜こんな活動をしています〜
紹介

9 月…家庭教育リーダー講習会

10 月…県 PTA 研究大会（写真は 2017 年）

2 月…子どもの災害事故防止習字・ポスター作品展

9月〜11月…要望活動、教育懇談会
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　もっと学校の様子が知りたい！

という思いで作成した「はばたき」

が最優秀賞に輝き、驚きと感謝

の気持ちでいっぱいです。

　より多くの子どもたちを紹介でき

るよう写真を増やし、学校行事

だけでなく、一箕小に関する様々

な事を取り上げよう！ と、たくさ

んの案を出し合いました。広報

委員や先生方、ボランティアの方等にご協力頂き、チーム一箕

をより身近に感じられる内容になったと感じています。

　「はばたき」が、地域と学校、各家庭を繋ぐ広報紙になり

ましたら幸いです。

　この度は、最優秀賞という名

誉ある賞を頂戴し、光栄に思

います。毎年度作成において

は広報委員会を中心に、生徒を

メインとした学校生活の今を保

護者・地域の皆さまに伝わるよ

う紙面づくりしております。生

徒・教職員・保護者が一体とな

り、アンケートで皆さんの想い

を伝え、写真で生徒の学校の様子を伝えております。今後も、

ご覧いただく方々に飯野中学校の素晴らしさをお伝えする

広報誌を目指して取り組んでまいります。

PTA広報紙・学校新聞コンクール

第 118 号（3）

◆最優秀賞
◎会津若松市立一箕小学校
   「はばたき」
◎福島市立飯野中学校
   「ＫＯＭＯＲＥＢＩ」（こもれび）

◆優秀賞
◎福島市立立子山小学校
◎福島市立野田小学校
◎福島市立清明小学校
◎福島市立平野中学校

◆入選
◎郡山市立芳山小学校
◎白河市立白河第三小学校
〇福島市立渡利小学校

◆入選
◎福島市立渡利中学校
◎会津若松市立一箕中学校
〇会津若松市立第一中学校
〇福島大学附属中学校

令和４年度コンクール結果《◎印全国推薦（全国コンクールに出品）》
おめでとう
　ございます！

会津若松市立一箕小学校「はばたき」 福島市立飯野中学校「Ｋ
こ も れ び

ＯＭＯＲＥＢＩ」

鈴⽊ 崇史
（みさか小）

1. 意識し気付
　き考える
2. 庭いじり、
　キャンプ
3. 茜⾊の約束
4. 子どもたちの笑顔と健や
かな成長の為に、また、そ
れを支える PTA 会員の皆
様の為に、研究大会白河
大会が実り多き大会となる
よう頑張って参ります。

張崎 貴裕
（若松三中）

1. 人生、何一つ
　無駄はなし
2. プチツーリング
3. 風と未来
4. 親が PTA 活動を楽しむ
ことを通して、子どもたち
にも学校の楽しさ、ひいて
は生きることの楽しさが伝
わるよう、その一翼を担う
組織になれればと思ってお
ります。

山口 謙太郎
（喜多方市立塩川中）

1. 重要なのは
　疑問を持ち
　続けること
2. 子どもと一緒にスキー、　
　バスケ、ランニング
3. One angry dwarf and 200 　
　  solemn faces （Ben Folds Five）
4.今年は少しずつ本来のPTA
活動や子どもたちの行事・大
会が実施出来ることを願って
います。学校と保護者と地域
の橋渡しが出来るよう今年も
頑張っていきたいと思います。

相田 知津子
（田島小）

1. 辛いとき
　こそ笑顔で
2. ゴルフ
3. アイノカタチ
　（MISIA）
4. 本年度も副会長を拝命
いたしました。福島の未来
を担う子どもたちのために、
平塚会長をはじめ役員の
方 と々とともに邁進していき
たいと思います。どうぞよろ
しくお願いいたします。

野⽊ 和洋
（御厩小）

1. 頼まれごと
　は試され
　ごと
2. ビール、出張
3. 虹（電気グルーヴ）
4. 子どもは地域の宝、子ど
もたちの声が地域を明るく
します。先日同級生との会
話で「ワンモアベイビー」とい
う言葉に出会いました。PTA
活動を通じてもう一人子ど
もがいてもいいなと思える環
境を作っていきたいです。

星　浩章
（塙中学校）

1. らしくあれ
2. サッカー・
　ゴルフ
3. 愛とか恋とか
4. 子どもたちを取り巻く環
境が目まぐるしく変化する
状況で、子どもたちが悩ま
ぬよう各地区のPTAの方々
や地域の方 と々情報交換し
協力しながら、子どもたちの
進むべき道をしっかりと照
らし、子どもたちの成長のた
め尽くしたいと思います。

長 　泰志
（磐梯中）

1. 温故知新
2. 街歩き
3. MISIA 
　「Higher Love」
4. withコ ロナの1年 間 に
なりそうですが、子どもた
ちが少しでも普通の生活に
戻れる様、楽しい思い出を
作れる様、皆さんと力を合
わせて頑張りたいと思いま
す。

佐藤 良二郎
（坂下東小）

1. 人間万事
　塞翁が⾺
2. スノーボード
3. One Night Carnival
4. 何かと制限の多い昨今で
ありますが、学校と協力し
出来ることを模索しながら、
子どもたちがより良い学校
生活を送れるよう、PTA
活動を行って行きたいと思
います。

田中 章広
（原町一小）

1. 一意専心
2. 映画鑑賞
3. 「Englishman
    In New York」（Sting）
4.「全ては子どもたちのた
めに」をモットーに、各位の
皆様と協力して参りたいと
思います。どのような状況
下にあっても、子どもたちに
とってより良いものは何か
を常に考え、PTA 活動の充
実を図りたいと思います。ど
うぞ宜しくお願い致します。

西 白 河

東 白 川 北 会 津

会津若松 耶　麻 南 会 津 い わ き

みんなで
力を合わせて
がんばろう！

両　沼 相　馬

広報委員会 委員長　川島  彩 前会長　齋藤 智之
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平塚　康晴
安藤　正希
鈴木　崇史
張崎　貴裕
相田知津子
野木　和洋
横山　貴英
渡部　光毅
佐藤　千春
佐久間之雄
荒井　康之
池田　義寛
熊坂　俊之
岡　　藤浩
橋本　洋介
橋本　裕史
平松　洋昭
関根　英也
星　　浩章
長　　泰志
山口謙太郎
佐藤良二郎
田中　章広

会 　 長
副 会 長

〃
〃
〃
〃
〃
〃

監 事
〃
〃

評議員・理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

郡山・顧問（郡山五中）
福島・会長（西根中）
西白・会長（みさか小）
若松・会長（若松三中）
南会津・会長（田島小）
いわき・会長（御厩小）
福島県小学校長会長（福島一小）
福島県中学校長会長（福島三中）
川俣・副会長（山木屋小中）
田村・副会長（沢石小）
両沼・副会長（坂下中）
川俣・会長（川俣小）
伊達・会長（月舘学園中）
安達・会長（二本松一中）
郡山・会長（郡山一中）
岩瀬・会長（須賀川三中）
石川・会長（古殿小）
田村・会長（船引中）
東白・会長（塙中）
北会津・会長（磐梯中）
耶麻・会長（塩川中）
両沼・会長（坂下東小）
相馬・会長（原町一小）

松野　光伸
岡部　昭彦
小川洋太郎
長谷川浩文
栗木　孝直
鈴木和一郎
丹　　孝平
一戸　里美
吉田　香織
佐藤優美子
佐藤　裕子
羽田香世子
小野　真教
佐藤　仁一
原田　真一
早﨑　保夫
岡部　史則
助川　　徹
菊池　淳一
秋山　　了
武藤　幸意
石見　勝則
小林　喜徳

事務局長代表理事
〃
〃
〃
〃
〃
〃

研修委員代表理事
〃
〃
〃
〃

評 議 員
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃

福島・事務局長（清水小）
岩瀬・事務局長（須賀川三中）
西白・事務局長（みさか小）
若松・事務局長（若松三中）
南会津・事務局長（田島小）
相馬・事務局長（原町一小）
いわき・いわき市P連事務局長
福島・副会長（清明小）
郡山・副会長（小山田小）
若松・母親部会長（若松三中）
いわき・研修委員長（入遠野小）
岩瀨・理事（阿武隈小）
川俣・事務局長（川俣小）
伊達・事務局長（月舘学園中）
安達・事務局長（二本松一中）
郡山・事務局長（郡山二中）
石川・事務局長（古殿小）
田村・事務局長（船引中）
東白・事務局長（塙中）
北会津・事務局長（磐梯中）
耶麻・事務局長（塩川中）
両沼・事務局長（坂下東小）
双葉・事務局長（広野中）

令和 4 年度福島県ＰＴＡ連合会役員

安 全 互 助 会 か ら

　令和 4 年 4 月 1 日に「福島県自転車の安全で適正な利用

の促進に関する条例」が施行されました。

　児童・生徒の賠償事故の補償は、自転車条例に対応した補

償となっております。

■万が一事故が発生したら
①学校に連絡し、傷害事故報告書または賠償事故報告書を提

出してください。傷害事故においてはケガをした日が保険

金支払いの基準日となります。

②児童生徒の医療が無料化されていますが、本制度は医療費

とは別に支払われる保険制度ですので、面倒がらずにご請

求ください。

【児童・生徒のケガ】
学校の管理下外での急激かつ偶然な外来によるケガを補償

①入院、通院の治療期間（事故日から治療終了日まで）７日

間以上の場合が補償対象

②学校管理下中の登下校中（自宅から学校の校門前まで）、

学校休業中の部活動中のケガも補償対象

③低温火傷、腱鞘炎、疲労骨折などは補償対象外

・自転車で転倒してケガをした

・自動車にはねられてケガをした　　など

【ＰＴＡ会員のケガ】
ＰＴＡ会員（含む児童・生徒）が、ＰＴＡ主催・共催行事に参加

しているときの急激かつ偶然な外来の事故によるケガを補償

①入院、通院の場合、治療期間１日から補償

②ＰＴＡ行事の資料（開催日が記載された文書）を添付すること

・ＰＴＡ奉仕作業中、ＰＴＡ球技大会練習中のケガ

・ＰＴＡ行事に参加するための往復途上のケガ　　など

【児童・生徒の賠償事故】
　日常生活における児童・生徒の行為によって生じた偶然な

事故（ただし、学校管理下の事故で学校側に管理責任がある

場合は対象外）により、児童・生徒・親権者が他人に法律上

の賠償責任を負った場合の補償

【ＰＴＡ会員の賠償事故】
①ＰＴＡ活動中に、偶然な事故により他人の身体の障害、ま

たは財物の損壊についてＰＴＡが法律上の賠償責任を負った

場合の補償

②ＰＴＡ活動を行うために他人から借り受けた財物を使用・

管理している間、ＰＴＡの構成員であるＰＴＡ会員・児童・

生徒が損壊・紛失または盗取されたことによりＰＴＡが法律

上の賠償責任を負った場合の補償

※賠償事故については、いろいろなケースがありますので、
不明な点はお問い合わせください。

事 務 局 紹 介
総 務 部 長 中村　　徹 蓬萊中学校長
庶 務 部 長 吉川　信夫 平石小学校長
研 修 部 長 菅野　　靖 水原小学校長
調 査 広 報 部 長 栗城　敏彦 南向台小学校長
会 計 部 長 小松　浩行 杉妻小学校長
事 務 局 長 大橋　誠寿
事 務 局 酒井香代子

●編集後記…………………………………………

https://fukushimaken-pta.jp　　※年間 3 回発行される「PTAふくしま」もホームページで見ることができます。

第 118 号（4）令和 4 年 7 月  1  日発行

　「 PTA ふくしま」第 118 号を発行するにあたり、原稿をお寄せ
くださった皆様に心より御礼申し上げます。各郡市Ｐ連会長様の
紹介や県 PTA 連合会の元気な活動をお伝えできれば幸いです。


